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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 34 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成２１年 平成２５年

％ 平成２１年 平成２５年

％ 平成２１年 平成２５年

団体 平成２１年 平成２５年

67

住民活動団体の数 地区内の住民活動団体の数
施設の管理・運営や地域の安心・安全活動など、地域コミュニティによる
持続可能なまちづくりを推進する住民活動団体の増加を評価

1 3

災害に強い設備の整備率 地区内公園の耐震性防火水槽の整備数/地区内の設置可能公園数 災害時の初期消火活動の担保により安心・安全性の向上を評価 0

従前値

22

やすらぎある公園の充足率 地区内の街区公園（誘致圏半径250ｍ）の充足率 公園の整備による住環境の向上を評価 15 86

狭隘道路の整備率 地区面積に対する幅員４ｍ道路以上の面積 狭隘道路の改善による安全な住環境の向上を評価 7

目標値

都道府県名 広島県 竹原市 新開地区

計画期間 交付期間 25

大目標　：　安全で快適な人にやさしいまちづくり
　　目標１：商業機能を併せ持つ良好な住環境の形成
　　目標２：災害に強いまちづくりに資する基盤整備の推進
　　目標３：住民主体による持続的なまちづくりの推進

・　本地区は、中心市街地に隣接し、ＪＲ竹原駅から北へ約０．５～１．５㎞の国道４３２号を中心とする位置にある。また、近接する東側には、古くより塩田で栄えた商業都市の面影を多く残す「竹原地区伝統的建造物群保存地区」を擁している。

・　本地区は、国道４３２号沿いの中心市街地に隣接する地区であるが、国道の後背地は区画道路が殆どなく、農地等の都市的未利用地を多く残しており、ミニ開発等により無秩序な市街地の進展が懸念されていた。このため、中心市街地を補完する
    商業機能や都心居住を促進する住環境を整備するなどの計画的なまちづくりの必要性が指摘されていた。また、広島空港や山陽自動車道河内インターチェンジの供用開始と共に、これらと中心市街地やJR竹原駅とを結ぶ国道４３２号の拡幅整備
    が必要とされた。

・　これらの要請を受け、平成８年９月、国道の拡幅整備と併せ、都市基盤整備を行うため、国道を中心とした約３０．３ｈａの地区を新開土地区画整理事業として事業計画を決定し、事業に着手している。事業着手後、国道沿道部や国道後背地の未利
    用地を中心として基盤整備が進められ、沿道サービス施設や店舗等の商業機能の他、都市型住宅等の立地が進行している。

・　今後は、狭隘道路の解消等により都心居住を促進するための住機能を中心とした整備を推進するとともに、中心市街地からの賑わいの連続性を確保するなど、住機能と商業機能とが共存する複合市街地を形成することが求められている。また、
    竹原市伝統的建造物群保存地区への北側からの円滑な交通を確保するため、国道４３２号と町並み保存地区とを連絡する市道楠通成井線の整備の推進が必要とされている。

・　一方、土地区画整理事業を進めるに際し、関係権利者の理解を得るための地元説明会を開催している。今後は、地域住民と行政との協働による道路、公園及び河川等の施設管理を実施していくなど、持続的なまちづくりを実施していくことが求め
   られている。

・　新開地区は、町並み保存地区や中心市街地との近接性を活かし、土地区画整理事業による都市基盤の安全性や防災面への対応が求められている。特に、住居系施設の立地する地区は、狭隘道路の分布や区画道路の不足する地区も見られる。
・　緊急車両の進入を容易にし、消防・救助活動等の円滑化や防犯に配慮した道路整備が必要とされている。また、地区内には公園がなく、身近な憩いの場や災害時における避難場所となる公園が不足している。さらに、震災時における初期消火に
　　資する防火水槽の確保も必要とされている。
・　新開土地区画整理事業と一体的に町並み保存地区への北側からのアクセス強化並びに導入部での魅力の向上への対応が必要とされている。
・　地区特性に応じて住民主体のまちづくりを実施する体制づくりの構築が必要とされている。

・　町並み保存地区等の歴史的資源や豊かな自然資源、行政・文化・商業・観光などの都市機能の集積を活かしながら、中心市街地と一体的に新開土地区画整理事業等を計画的・重点的に整備し、にぎわいと落ち着きのある中心拠点地区の実現や
1１職・住の近接する居住環境の育成を図ることとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

　整備方針３（住民主体による持続的なまちづくりの推進）
　　　・　公園整備（3箇所）に伴い整備計画案を検討するワークショップを実施し、開催後も住民主体の施設の管理運営などのまちづくり活動を促進
　　　・　住民主体の公園芝生化事業を推進することで、地元住民による公園管理を促進

・公園整備のワークショップ開催（提案事業）
・公園芝生化事業（関連事業）

○　事業終了後の継続的なまちづくり活動
　　　　本市では、竹原市公園里親制度により地域住民の自主的な公園の管理を実施している。
　　　　本地区においても、公園等の整備に伴い当該制度を活用し、継続的な住民参加のまちづくりを推進する。
　　　　また、公園整備案を検討するワークショップの開催を契機に、新開土地区画整理事業の計画的な土地利用や良好な市街地景観の育成を促進するため、地域住民を主体としたまちづくり体制の構築を促し、
　　　　地区特性に応じたまちづくり計画や道路・河川・公園等の施設の管理運営を継続的に実施する予定である。

方針に合致する主要な事業
　整備方針１（良好な住環境の形成）
　　　・　土地区画整理事業による生活道路や身近な公園等の生活基盤の整備
　　　・　土地区画整理事業の整備と併せて町並み保存地区へのアクセス性を強化する道路整備
　　　・　良好な市街地景観の形成を図るためのカラー舗装や街路灯・防犯灯の整備

・公園整備事業（基幹事業：秋井公園、上新開公園、大方公園）
・道路整備事業（基幹事業：市道楠通成井線⇒道路改良、橋梁整備）
・高質空間形成施設（基幹事業：街路灯９基、カラー舗装）
・提案事業（防犯灯４２基）
・地域生活基盤施設（基幹事業：ポケットパーク）
・新開土地区画整理事業（関連事業）

　整備方針２（災害に強いまちづくり）
　　　・　消防車や救急車等の緊急車両の交通及び活動の円滑化並びに防犯に配慮した道路整備
　　　・　災害時における緊急避難場所（避難地や避難所）となる公園の整備
　　　・　震災時の初期消火用水の確保を目的とし、各街区公園への耐震性防火水槽の整備

・公園整備事業（基幹事業：秋井公園、上新開公園、大方公園）
・地域創造支援事業（提案事業：耐震性防火水槽整備（秋井公園、上新開公園））
・高質空間形成施設（基幹事業：街路灯９基、カラー舗装）
・提案事業（防犯灯４２基）
・道路整備事業（基幹事業：市道楠通成井線⇒道路改良、橋梁整備）
・新開土地区画整理事業（関連事業）

 

竹原市公園里親制度により自主的に管理されている中須公園  



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 竹原市 直 ８０ｍ 21 24 21 24 270 270 270 270

竹原市 直 ０．２６ha 22 23 22 23 39 39 39 39

公園 竹原市 直 ０．２５ha 22 23 22 23 44 44 44 44

竹原市 直 ０．０８ha 25 25 24 24 4 4 4 4

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 竹原市 直 － 21 25 21 24 22 22 22 22

高質空間形成施設 竹原市 直 － 23 25 23 24 18 18 18 18

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 397 397 397 397 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

竹原市 直 ４０ｔ×２ 21 23 21 23 19 19 19 19

竹原市 直 ４２基 22 22 22 22 2 2 2 2

竹原市 直 25 25 25 25 2 2 2 2

竹原市 直 － 22 23 22 23 0.2 0.2 0.2 0.2

合計 23 23 23 23.2 …B
合計(A+B) 420.2

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
竹原市 ３０．３ha ○ 平成８年 平成２９年 4,351

民間 ○ 平成２４年 平成２５年 0

合計 4,351

うち民負担分
事業主体

（参考）事業期間

交付対象事業費 420.2 交付限度額 0.4168.0 国費率

事業 事業箇所名

大方公園

細項目
交付期間内事業期間

街路灯、カラー舗装

ポケットパーク

直／間 規模

上新開公園

秋井公園

市道楠通成井線

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

うち民負担分

地域創造
支援事業

耐震性防火水槽 秋井公園、上新開公園

防犯事業（防犯灯）

まちづくり活
動推進事業

ワークショップ開催 －

事業活用調
査

事後評価

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

新開土地区画整理事業 新開地区

公園芝生化事業 秋井公園、上新開公園



都市再生整備計画の区域

　新開地区（広島県竹原市） 面積 34 ha 区域
竹原市竹原町字下新開・上新開・本町四丁目の各一部、下野町字大方、
下野町字西中通・秋井・小井手・立通の各一部

【作成上の留意点】 
 
・Ａ４版横長であれば縮尺は自由。た
だし必ずスケールバー・方位を記入す
ること。 
・計画区域の周辺がわかる範囲を対
象とすること。 

・都市再生整備計画の区域を赤太線

縁取りとすること。 
・現況の土地利用状況がわかるように
すること。 
・その他必要な事項を記載するときは、

S=1:10,000 
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国道１８５号

新開地区 
Ａ＝３４ha 

竹原中学校 

 竹原市役所 

新 開 地 区

町 並 保 存 地 区

土地区画整理事業

公 園

一 間 川

凡　　例



やすらぎある公園の充足率 （　％　） 15 （　２１ 年度） → 86 （ ２５ 年度）
災害に強い設備の整備率 （　％　） 0 （　２１ 年度） → 67 （ ２５ 年度）

住民活動団体の数 （ 団体 ） 1 （　２１ 年度） → 3 （ ２５ 年度）

新開地区（広島県竹原市）　整備方針概要図

目標 安全で快適な人にやさしいまちづくり
代表的
な指標

S=1:10,000 

200m 0 100 

■基幹事業 

  上新開公園 

□提案事業 

  ワークショップ開催 

  耐震性防火水槽 

○関連事業 

  公園芝生化事業 

■基幹事業 

  市道楠通成井線 
  地域生活基盤施設（ポケットパーク） 
  高質空間形成施設（カラー舗装） 
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○関連事業 
  新開土地区画整理事業 

■基幹事業 

  大方公園 

■基幹事業 
  高質空間形成施設（街路灯９基） 

■基幹事業 

  秋井公園 

□提案事業 

  ワークショップ開催 

  耐震性防火水槽 

○関連事業 

  公園芝生化事業 

新 開 地 区

町 並 保 存 地 区

土 地 区 画 整 理 事 業

公 園

道路・緑地・カラー舗装

一 間 川

街 路 灯

防 犯 灯

凡　　例

竹原市役所 

■提案事業 
  防犯事業（防犯灯４２基） 

国道185号 

国道432号 

□提案事業 

  事後評価 


